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体　　裁：B6判 /1,095 ページ / ２色刷 / ビニールクロス表紙 / ケース付き
価　　格：定　　価：7,350 円（消費税込み） 送料：750 円
　　　　　会員価格：5,880 円（消費税込み） 送料：750 円

申込方法等詳細は，本会ウェブサイトをご参照下さい．
【URL】http://tech.jsae.or.jp/hanbai/

出版案内
日英中自動車用語辞典　図表改訂版発刊！

問合せ先：販売チーム　吉村

E-mail: book@jsae.or.jp　Tel. 03―3262―8215

―日英中３カ国語による自動車用語辞典―
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